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一
の
山
肉
体
t
k
t
c
～
記
す
る
も
の
で
は
な
い

し
か

L
、削問、
X
ば

投
資
家
的
足
好
に
J
り
合
法

L
ヴ
ザ
ラ
っ
と
ル
ャ
ル
キ
一
採
一
月

L
な

か
っ
た
の
か
ど
い
う
と
ぶ
ま
で
は
説
明
で
き
て
い
な
に

v

ホー一指は

こ
の
上
一
な
従
来
の
敵
汁
的
買
収
に
関
づ
る
研
究
に
お
け
る
証
券
取
引
所
の
日
中
税
制
の
分
担
が
抱
え
ご
い
た
問
題
を
古

机
L
J
、
っ
と
す
山
も
の
一
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、

証
券
取
引
市
に
よ
る
白
、
十
規
制
を
包
括
的
い
一
介
析
し
、
投
資
系
の
利
益
を
重
出
ス
プ
ゐ
有

存
の
ゐ

l
ル
ミ
あ
る
と
い
う
側
面
に
加
え
て
、
そ
れ
以
外
内
側
聞
に
つ
い
て
J
川
、
古
木
引
の
泣
か
れ
た
環
境
と
利
害
：
伊
ら
託
現
し
よ
う
し
乙

す
る
込
必
ず
よ
心
心

者き

、
敵
対
的
買
収
か
ペ
離
れ
て

証
券
取
引
一
的
μ
よ
る

λ
l
ル
形
民
一
般
に

J

い
て
の
研
究
の
巾
に
泣
需
ゴ
け
る
こ
と
が

YJ2

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

る一

Y
八
時
、

日
本
ぐ
も
、
狩
円
丹
市
三
省
刻
一
」
「
て
や
川
叫
す
役
員
の
設
泣
い
間
「
る

E
、
一
淀
制
の
形
成
を
苛
軍
に
、
従
来
、
会
判
i
い
が
扱
う

も
の
と
与
え
ら
れ
て
き
た
限
定
！
ト
問

1
る
証
券
取
引
川
の
ル
ー
ル
形
成
に
つ
い
て
の
研
究
が
議
結
さ
れ
て
い

こ
の
よ
う
な
肘
究
の
代
医
と
し
一
ー
は
、
加
藤
畏
仁
が
、
一
「
干
刻
制
的
形
成
に
お
付
ノ
ヘ
訓
分
収
引
併
の
行
動
官
品
川
崎
ま
で
巡
り
、
と
の
よ

う
な
場
汁
じ
尚
一
規
制
に
か
＋
d
d
ヰ

L
形
式
が
方
ま
し
ド
y

」
U
J
λ

る
の
か
、

反
対
じ
3
う
で
は
な
い
の
か
じ
っ
ぃ
一

tヌ
科
学
的
な
詞

ーγ
か
ら
分

J

町
ギ
ペ
い

ま
た
、
河
一
一

4

賢
治
は
、
一
己
採
取
引
所
内
自
主
規
制
の
草
主
し
さ
を
検
討
宇
る
」
E
ー
で
は
共
通
｝
ぶ
、
い
る
か
、

中
早
ハ
な
る
純
一
μ
れ
か
ち
、
ど
の
で
つ
な
に
べ
件
が
倍
、
え
は
公
正
な
規
範
μ

d

て
受
け
入
丸
人
計
る
の
か
を
論
1

二
、
ぃ

二
れ
ま
と
の
T
T

な
研
究
は
、
「
一
円
、
半
規
制
に
J
る
ル

1
ル
形
成
は
望
ま
し
い
と
い
λ
る
の
カ
（
？
こ
の
J
う
な
場
ム
に
一
望
ま
し
い
と
い

え
る
の
か
ζ

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
、
つ
問
題
怠
誌
を
古
L
C
い
た
と
考
、
λ

り
れ
る
。
他
店
、
本
稿
は
、
必
衛
策
に
却
す
る

U
1
7
規
制

東
祉
の
行
討
の
出
H
を
に
あ
る
ω浩
一
貯
や
そ
九
を
規
定
す
る
構
造

行
動
内
川
叫
約
要
川
川
キ
ベ
司
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
問
題
ぷ
誌

ιγ～
！
＋
批
判
U

〔ト

じ
も
と
づ
く
も
の
「
も
あ
る
。
て
の
止
め
こ
れ
ら
内
研
究
と
重
な
る
部
分
お
あ
る
が
、
火
な
る
減
点
か
ら
の
検
討
C
あ
る
ο

H
U

よ
短

制
ー
と
彼
の
法
ル
ー
ル
し
こ
の
47nF久
奇
♂
旬
、
え
る
上
で
は
、
特
｛
？
の
規
制
γ
己
は
し
て
、

そ
れ
が
と
の
土
、
つ
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
刀
を
持
綱 ペコ
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じ
検
討
す
る

F

」

1
0
J
ゼ
ヨ
｝
二
、

l
記
の
L

を
川
明
ら
か
に
す
る
と
い
、
つ
ア
ブ
口
、
ヰ
J
O
意
義
M
f
J

？？叶

な
fコ

右
端
は
い
U

上
の
出
削
円
か
ら
検
討
を
行
う
ご
め
、
百
一
一
千
の
自
主
規
制
に
討
す
り
ぬ
許
制
と
い
う
制
百
か
九
の
議
論
は

最
υkに
川
町
町

子

号

、
7
こ

t
y
ょっ；：

E

L

f
一

l
i
j
r
t
円

茶
本
的
に
は
東
証
に
よ
る
ム
乃
の
み
を
と
り
あ
げ
F

一叱

ま
た
、

剖
年
取
引
所
に
よ
る

E
T規
制
、
と
し
て
は
、

h 
U十

f司、

東
証
が
ル
ル
形
成
に
お
い
て
独
口
約
な
す
鳴
を
有

L
C
い
る
こ
と

い
わ
上
が
わ
い
か
日
門
に
お
け
る
会
判
決
に
温
技

事
立
て
上

ぷ
寸
河
日
叶
ヲ
る
証
券
取
引
一
引
じ
よ
る
討
中
抜
切
と
［
て
は
、
戸
内
つ
は
ら
東
証
の
一
議
論
が
l
r
り
あ
げ
ら
れ
て
き
七
こ
と
仁
よ
る
口

第

詰

東
況
の
F

什
口
王
規
制
と
そ
の
形
成
過
程

本
早
で
は
、
川
市
策
～
問
問
す
る
束
副
の
店
土
規
制
の
出
い
ち
を
ま
と
め

語わ

E
一、

P
C
乃
6
5
F
b主
会
一
七
J
J
、
I
1
5
J
C
一f
一一

ノ
j

々
日
μ

♂

｛

［

1

五
J

t

ヨて
η
I
y
v
J
U
J
P

ノ
JJ

如川：

索

隊

そ
れ
が
形
成
て
－
れ
た
迅
校
や
一
追
う
の
は

賞
し
一
三
か
持

L
r、
い
る
ん
針

東
誌
が

日
行
山
規
制
に
加
え
て

"' 

や
規
制
、
あ
る
い
は
主
化
し
た
ど
コ
と
L
ぅ
通
河
的
な
ヘ
ド
リ
析
を
経
に
ね
め
て
明
ら
か
い
な
る
こ
と
が
あ
r
心
か
ら
で
あ
る
c
似事

jv
形
式
的
際
に
寺
帯
さ

で
き
あ
が
》
だ

H
－
規
制
に
反
映
ち
れ
～
は
い
る
も
り
の

そ
と
か
ら
だ
け
て
ほ
忌
ず
｝

fいり

明
伴
じ
分
か
ら
な
い
戸
士
げ
か
び
ト
が
ら
立
ゐ
と
め
ご
ー
も
あ
る
）

↑
民
こ
伊
に
小
る
防
官
検
に
悶
寸
2

る
山
村
5

－
M
制
は
、

〆
コ
ふ
寸
件
ヰ
一
さ
つ
川
町
け
と

L
、
二
じ
（
リ
一
寸
年
四
月
一
一
一
一
け
に
公
表
5
t
L
J
「
阪
討

的
買
収
防
品
川
末
の
導
入
い
際
し
ぐ
の
投
資
z
h
深
4

一
点
上
の
同
州
時
事
項

、
川
品
、
、
「
留
意
事
γ
引
一
－
に
桁
ま
る
u

続
い
て
、

同
円
一
月
一
一

日
に
は
「
買
収
効
荷
策
内
議
人
い
係
る
上
場
初
授
の
盤
情
等
に
調
寸
る
要
続
試
案
「
以
ド
、
「
安
料
試
バ
ゲ
札
口
が
は
表
さ
れ
、
戸
～
九

ぷ
判
ず
る
烹
克
服
一
取
を
将
て

ハ）ぺ
J

穴
訂
L

ロバ立

E
い

B

買
収
防
衛
策
の
ヰ
入
じ
係
る
卜
場
制
度
の
松
川
市
」
じ
も
と
ワ
い
て
、

剖
券
上
場
規
程
一
以
内
、
「
上
場
境
程
一
｝

な
ど
の
改
止
が
「
れ
わ
九
九
r
n

こ
の
よ
う
し
し
て
打
、
援
制
山
正
枠
が
作
ら
れ
ヘ
；
hm

「
i
場

制
度
総
ヘ
バ
整
併
問
プ
ロ
グ
ラ
ム

γ
も
と
ワ
く
上
場
規
四
H
A
S
I
と
の
改

t

ハ
パ
ペ
ヒ
与

司

日

μυ
）
に
仁
っ
と
体
系
の

｛「LJ、？と学l 62 i三・44!l8) Jil:l4 戸山12.ll 
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衛
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規
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口
但
辛
）

防
局
策
叫
ん
け
で
は
と
い
が
、

個
別
に
拘
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
で
あ
っ
て
も
、
会
社
の

「当ピリ、

ま

業
務
行

L

，
、
は
財
産
J

人
は
三
該
上
場
株
労
等
に
閑
寸
る
車
問
安
な
ヰ
掠

J

ご
あ
っ
て
投
長
者
の
投
資
判
断
に
苦

ν

い
G
U脊
キ
疋
ぼ
す
も
の
」
を
泊
時
間

凶

J

江
戸
｝
。
そ
の
七
め
、
事
前
釜
L
U
剖
川
仰
い
何
策
の
よ

7

に
、
ト
記
の
打
為
を

J

寸
ヤ
入
内
際
ー
に
れ
わ
な
い
タ
イ
ア
の
弘

J

律
論
ー
ら
迎
吋
間
一
不
の
対
象
し
イ
し
と
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ド
の
対
象
に
〈
パ
め
る
役
粂
項
が
設
け
」
ワ
れ

E
い
る

L
し
開
明
焼
日
付
刈
、
〉

ィν
司ご

ー
何
時
凱
程
レ
し

JFm
尚
一
仁
規
則
で
は
崎
川
さ
れ
て
い
在
い
が
、
出
向

J

小
一
方
ベ
き
布
一
が
じ
は
、
防
衛
策
の

U
的、

ス
r
J
l
ム
内
九
一
吾
、

す
る
子
続
マ
ロ
ト
程
、
快
v

－
投
資
家
に
与
よ
る
影
山
汗
が
ん
円
ま
れ
る
u

引
に
、

ス

ぞ

l
ム
の
勺
容
と
し
て
は
‘
党
討
・
一
万
一
刊
止
令
ど
の
利
耕

、
一
佑
い
や
判
制
基
溝
、
符
f
V
H
t寸
の
恋
寺
中
牲
を
小
さ
く
ヂ
る
は
川
音
れ
つ
い
て
、
一
詳
細
な
慌
一
不
手
一
求
め
ど
L
ミ

"' p寸
+< 
，，；、

！
府
県
が
強
U
N
M
街
茶
を
排
除
す
之
湯
制

東
訟
の
白
干
同
制
で
は
、

株
i

十
が
！
大
J
r
J

？をふ作
J

て
を
h
h
灯
、
つ
り
能
性
が
r
i

向
い
防
術
品
業
、

は
一
株
十
的
権
利
の
不
当
な
制
限
」
（
上
時
浪
J
H－
六
ひ
一
条
一
頃

七

号

＿，二
c±え

当
i 
2二

ち疋
ハ－ ＇ワ：：強
Lお
＼果
τ ケ

f長 ！＇.

空防
：片芹J

士官 安

きお
な L－→ .. 

'" iきふ

と

ま

一
レ
コ
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
よ
へ
な

一
ァ
～
問
問
作
性
の
な
い
ラ

f
ツ
フ
ラ
ン
ヨ
導
入
（
川
凶
行
旧
制
則
ヘ
門
一
一
九
人
二
む

号
）
は
削
岩
に
当
た
る
と
い
え
る
コ
ま
七
、
持
、
に
宙
効
思
を
法
コ
も
の
と
ー
ど
に
は
、

ヘイ一

J

ソ
ド
ハ
ン
ド
ベ
ム
の
一
y
イ
ツ
ブ
テ
ン

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

号

手
九
に
、
拾
い
防
局
効
長
を
持
つ

ZJR類
株
式
を
巨
川
い
る
ご
と
も
上
場
照
」
め
か
？
容
と
さ
れ
て

J

J

 
円
耳

¥ ' 
匂

仏
門
ト
市
検
に
弔
い
る
均
ん
に
限
定
さ
れ
と
い
る
わ
け
で
は
な
い
が

ウ

取
締
役
の
選
前
午
－

t
の
他
重
要
な
事
羽
に
つ
い
と
の

拒
否
権
付
叫
円
相
株
弐
の
先
行
（
同
日
明
一
二
三
、
王
、

何
枚
の
半
現
に
つ
い
て
の
議
決
雄
判
取
ら
い
式
へ
の
変
更
（
同
項
国
号
一
、
一
オ
｝
事

定
上
の
慢
数
議
決
也
株
」
ん
の
先
行
（
封
、
土
お
よ
び
投
資
比
包
の
利
掃
を
侵
害
す
る
お
そ
札
の
大
き
い
も
カ
じ
隈
る
、

一
U
J

め
ら
れ
て
い
る

（
川
墳
五
り
、
が
｛
疋

F

初
）

三
れ
ら

μ
お
よ
亡
、
議
丸
山
権
の
比
卒
、
希
薄
化
半
｝
が
三
八
J
J一
%
を
お
え
る
仙
台
↓
者
説
当
ピ
ヘ
同
折
、
六
号
一
、
石
よ

び
議
決
権
を
た
う
つ
株
土
が
生
！
？
百
株
式
併
合
戸
お
よ
び
同
等
の
効
県
を
も
人
工
ず
れ
品
）
と
あ
っ
て
点
証
が
株
ム
T
お
よ
び
投
資
家
山
科

~ 
i長
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弁
会
一
円
院
士
す
る
お
そ
れ
が

λ
き
い
と
認
め
る
も
の

円
摂
七
号
〆
も
上
場
出
「
的
対
撃
と
な
る

お
一
刊
払

ω
ま
て
い
ブ
ラ
ケ
ナ
イ
ス
に
向
け
た
旧
就
が
配
の
設
定

2

川
計
ゼ
、
み
br
、
の
は

い
わ

d
込
剰
な
功
ぃ
阿
川
市
会
一
昨
吟
ず
る
丈
め
の
税
制
と
い
え
る
。

は
な
れ
功
応
策
に
対

L
C
も、

上
り
u
同
い

L
M＼
日
灯
台
珂
凡
JT
求
め
る
没
日
記
を
明
日
っ
て
い
る
の
が
、

れ
に
刈
し
こ
、
そ
の
よ
与
な
過
剰
な
も
の
で

叫
ん
，
上
保
策
に
つ
一
い
7

－
n
企
業
わ
一
釘
埠

日
報
と
い
え
る
c

企
議
行
銃
規
報
F

ト
培
技
柱
二
日
明
川

J

！
早
川
口
即
」
は
「
，
c
d
J
す
べ
き
串
羽
一

同
協

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

r
n
w
v什
は
違
反
い
刈

L
一L
杭
々
な
ペ
ナ
ル
ず
／
が
科
九
九
う
る
の
に
吋

L
一
【
＼
地
問
粁
は
努
h
川
氏
務
と
与
九

株
土
の
捲
れ
の
芋
豆
九
時
快
す

c,1 
tッ、
） 吋

o,j 

防
衛
殺
に
院
し
て
は
、
論
述
の
慌
一
不
の
l

p
ん
万
札
、
州
、
一
ん
ど

透
明
件
、

J
A
遅
市
場
へ
の
影
響

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

る
事
項
が
域
ぺ
J

阜

mhと
し
て
定
め
に
M

れ
て
い
る

（同
m門
川
U
丸
木
｝

ヲ
コ
一
で
上
場
余
社
に
求
め
ム
れ
一
に
い
る
義
務
の
内
引
を
考
え
る
に
中
」
止
っ
Jt

は
、
山
ネ
ム
而
ヂ
防
衛
策
の
叫
1
1八
に
際
し
て
求
め

γ

L
る
事

別
相
談
に
お
い
て
、
選
守
ギ
頃
に
反
す
る
も
の
と
し
て
公
表
措
置
の
け
与
と
な
る

玖
」
と
「
同
ま
れ
る
弔
頃
一
～
阿
川
川
即

た
め
い
ド
時
泌
を
到
す
る
と
1

」、

ν
一
ゐ
喜
一
時
引
が
参
宅
に
な
る
八
時
R

に
、
ラ

f
hノ
ア
一
ブ
、
J

じ
つ
い
て

一
同
主
じ
一
人
来
日
ハ
二

42
か
ど
う
か
を
判
断
す
ふ

株
？
一
の
位
体
的
青
池
田
一
を
反
映
す
心

一
〕
屈
の
株
主
総
会
で
取
締
役
の
沼
μ

数
を
叉
配
す
る

デ
［判
官主

；止
すふn

' L、
o• ,. 

3宅戸＼

持泊
三M "( 

~··：約
去グJ
';'. tJc 

？の
ν 芥
J.' J、二、，.

f手
dι 

豆

'IX. 
イ，，

が

ヨ
組
み
か
必
要
で
あ
る
〆
し
て
、

こ
の
山
d

カ
「

i
ハ
刀
に
斑
諒
一

で
き
な
い
場
合
に
は
、

発
計
寺
内
判
叫

ι却
し
に
は
、
独

4
委
封
会
内
利
明
刑
や
そ
の
内
’
什
な
ど
、
叫
叶
叫
叫
子
休
め
独

u
－T！
や
治
見
と
h

7

た
事
同
叫
を
雌

ん引に、

認
宇
る
と
し
ヶ
に
い
る
り

』

二に
ト含
t」、

川
刊
新
基
準
が
疋
め
ら
九
て
い
る
か
ど
う
か
チ
じ
ノ
ク
与
れ
る

ヌ
質
的
に
は
、

発ん
3
・
蒋
止
に
つ
い
て
の
客
規
約
な
条
に
つ

い
出
立
し
た
刊
叫
州
、
一
体
に
発
動
仏
与
を

戸
々
の
よ
う
に
し
て
、

委
ね
る
か
、

そ
の
必
豆
一
が
な
い
苔
銭
的
な
判
所
茶
準
を
｛
？
？
の

ω
ご
と
を
求
め
よ
う
と
｜
一
て
い
る
〈

事
到
釜
山
青
山
μ
川
市
策
に
つ
い
て
は
、

滋
剰
な
情
市
提
供
の
安
い
ふ
と
な
乙
て
い
な
い
か
、

u

九一通ハドト、

検
討
期
間
主
」
丘
町
山
化
し
て
い
v

な
い

阪よ法学162 u 4 001, 10:≪ :21112 11〕



第
二
節

自
主
規
制
の
形
成
過
程



ま
た
、
倒
J
H
A

事
頃
の
公
表
は
、
い
れ
む
産
省
に
日
聞
か
、
P
て
い
た
企
業
価
値
研
定
会
が
「
品
位
公
同
公
日
な
〈
い
業
日
川
会
の
ル
ー
ル
形

戒
に
向
け
た
提
索
t

一
以
下
、

論
い
川
公
開
ー

を
公
表
工
ー
の
と
ほ
ぼ
一
冗
一
時

μ
九
か
さ
れ
た
τ
門
戸
叫
に
際
ー
ニ
I
L
畑
出

uu
事
項
に
付
さ
抗
作
文
書

A

、4市

間
十
町
検
い
か
企
業
配
信
附
究
会
の
茶
準
に
従
っ
た
内
竹
と
あ
る

と
に
L
M
え
て
、
「
紋
資
者
深
誌
の
町
一
山
」
守
い
つ
い
こ
も
い
汀
に

配
】
一
し
え
も
の
一
一
ぐ
あ
る
こ
と
を
求
め
ご
い

他
し
り
、
令
mm客
が
敵
対
崎
山
只
収
い
も
」
門
技
し
た
中
河
川
和
珂
を
公
表
し
え
の
は
一
今
ノ
可
円

刊
パ
浅
の
こ
と

E
あ
っ
と

向
同
意
事
項
内
公
表
内
調
じ
の
会
F
ん
に
お
い
て
当
時
の
伊

r

臓
を
也
金
m
m
M
L「
正
日
が

1

品
店
切
な
処
置
一
い
し
許

し
た

F

と
が
料
じ
ら
丸
て
い
る

日
同
立
す
事
用
、
亡
は
、

刊
十
分
在
感
特
院
以

γ
加
グ
ん
て
、

山
防
衛
策
の
発
動
同
日
用
除
、
ザ
持
の
条
件
が
不
ぷ
宙
開
ず
で
は
な
い
こ
と
が
求
め

ι

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

判
佐
川
権
者
に
つ
い
て
恥
↓
践
し
二
田
茂
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
内
部
の
将
常
蓄
の
注
意
的
な
判
断
の
み
」

れ
ナ
い
る

に
よ
る

主
動
が
間
様
で
あ
る
こ
と
が
不
さ
れ
て
い
る
り
ま
た
、

川
買
収
石
川
が
外
の
株
、
ド
ヱ
投
資
家
に
不
河
内
花
ギ
？
で
斗
v

え
る
も
の
と
し
亡
、

4
 

レ
コ
市
中
ず
件
げ
で
問
題
と
な
へ
九
円
一
涜
仁
性
の
去
し
ラ
イ
ワ
ノ
プ
ラ
ン
が
明
砕
に
丘
｛
疋
メ
れ

C
い

る

そ

L
亡
、
川
林
ヱ
の
さ
忠
表
引
が
桧
能

L

な
い
防
ぃ
宮
司
と

J
L
F
J
J
ド
ハ
、
J

ト
パ
ム
の
防
街
J世、が
E
U
F
Fれ
て
こ
の

1虫
); 

そ
の
托
の
呪
判
別
ζ

比
べ
る
と
工
シ
ブ
ォ
、
ス
ド
い
コ
い

L

の
百
吐
は
ま
ど
き
な

ν
つ
あ
く
ま
で
、

ト
場
ム
f

F

U

H

－
A
F

ヘ
v
r
？
っ
と

ー
〕
て
い
る
防
資
品
川
M
V
m仏
国
自
端
境
ト
沿
っ
た
も
の
川
町
「
明
確
明
、
な
い
場
合
t

に
事
前
に
柄
引
叫
す
る
こ

17ゼ
ぷ
め
て
い
る
の
み
ご
あ
る

円以

f
か
旬
、
次
の
こ
と
が
週
明
で
さ
る
け
上
記
川
討
よ
ア
4
一
に
反
映
て
一
一
れ

C
い
る
よ
う
に
当
初
よ
り
一
定
の
株
ー
一
・
投
資
家
の
利

百
～
吐
与
す
る

md常
設
を
俳
玲
J
？
令

レ
い
カ
ナ
心
内

x
れ
に
い
た
。
他
方
で
、
先
行
し
仁
形
成
さ
れ
亡
い
七
企
長
悩
伯
研
究
会
の
基
埠
し
ど
一
の

活
設
を
毘
総

L
て
い
と
F

一
と
い
か
分
か
る

第
一
一
心
、
こ
の
日
時
山
と
は
ま
パ
人
事
前
月
l

談、
T
円
以
く
求
め
る

ιの
C
は
な
か
っ
九
人

忍ベ

買
収
訪
山
信
検
乃
導
入
い
が
る
土
地
別
院
内
基
満
生
リ
ド
ド
河
ヲ
ヲ
心
安
調
試
案

作，

〆＂＇

月
ト
公
表
さ
れ
と
す
一
綱
試
柱
、
つ
い
て
検
討
宇
る

利叫ん
u
の
白
土
没
制
の
基
礎
ー
と
な
る

／久

一、
J

ソ
ム
日
十

川
作
述
の
と
お
り
、

阪よ法学162 u 4 00:11 !Oil!) :21112 ］］〕



部
分
の
多
く
は
こ
の
段
階
で
形
成

F
れ
た

ま
ず
、
基
本
的
な
＃
よ
力
と
し
て
巾
u
t
r山
竺
沢
一
押
川
護
を
掲
げ
る

」
れ
は
ま
な
ム
引
に
は
J
d
J
H
L

川
守
項
と
川
換
と
あ
る
が
、

の
利
長
の
保
護
が
東
一
一
ι
の
月
的
～
に
あ
る
よ
y
↑が

一川一一

う
承
一
記
す
れ
ば
問
先
誌
は
除
制
限
に
認
め
ら
れ
る
と
い
与
立
場
を
行
定
し
て
い
る
r

防
勾
誌
の
叫
山
中
ヘ
時
点
に
お
け
る
称
、
十
に
県
つ
れ
な
い

明
示
さ
れ
、
導
人
町
円
以
内
王

ま
と
も
祈

た
い
つ
い
川
門
際
性
と
い
一
観
点
が

Lhrnら
れ
、
切
一
副
内
情

L
E末
の
乍
い
型
社
一
判
体
と
は
引
に
、
海
M
w
n
投
資
来
に
問
時
僻
さ
れ
る
わ
、
ご
っ
か
を

刊
一

vρ
ワ
門
戸
ず
る
こ
lfしい
M
d
r
引
さ
ハ
て
い
る
。

次

μ
‘
日
新
社

e
d一
明
日
予
約
権
を
用
い
た
は
心
荷
散
の
導
入

μ
つ
い
て
ス
ふ

1
ム
な
ど
を
尚
一
川
内
対
象
と
す
る
υ

ま
た
、
鴻
ゐ
阿
策
内
け
日
H

守入

の
と
此
に
定
款
設
垣
市
打
、
わ
れ
乙
こ
と
を
踏
ま
グ
ん
て
、
投
’
の
H
K
が
止
款
変
更
の
山
一
ポ
ヰ
一
把
握
で
き
と
rhh
つ
に
対
処
を
一
料
っ
て
L
ミ

要
綱
試
案
の
長
官
な
干
の

お
よ
び
て
れ
コ
正
反

L
た
時
ム
ヨ
の
公
衣
と
＼
）
L
F〆
フ
ォ

l

つ
は
、
量
当
事
ι

引
の
尊
函
義
務
の
導
人
、

り
〆
の
子
段
の
導
入
を
一
不
［
た
こ
と
む
あ
勺
一
た
り
土
晶
子
、
尊
重
す
べ
き
事
担
と
し
て
、
え
は
明
性
、

流
通
市
場
へ
の
影
響
、
株
↓
下
憶
の
帯
γ
中

と
い
う
一
般
的
な
事
頃
を
上
場
制
迂
に
泊
加

f
る
と
し

法
則

i
に
明
ー
え
で
｛
疋
め
る
わ
灯
で
は
な
い
が

之、
ιι

～L
一いいアド主ムウ
w

一3

4
1
l
j
i

；； 

ガ
イ
ト
ブ
イ
ン
ど
い
一
J

七
形
で
」
可
詐
な
限
り
例
か
「
る
に
二
、
同
j
v

町
一
表
取
刊
達
反
い
そ
ふ
り
公
去
の
対
象

ιな
？
っ
る
具
体
例
が
七

山

r一一不され

こ
の
』
で
は
、
買
収
主
以
外
の
体
、
一
じ
た
え
、
な
招
亡
を
及
川
み
す
も
の
、
認
知
持
式
を
阿
川
い
に
効
果
の
強
い
も
の
、
取
締

伎
の
交
代
を
繰
プ
＼
す
る
も
の

発
動
な
と
の
明
断
が
独
す
性
的
高
い

る
を

E

われ
A

山に

つ
L
rー、、
i

～」、、
j

｝削刷、こ
L

、

U
z
－
－
K
1
6
l
I
J
Y
 

2

？、品、

1
d
L
Pハ
1
L

ま
と
は
で
の
判
断
基
準
が
明
不
さ
れ
て
い
な
い
ラ
ノ
f

J

一
ノ
フ
シ
ム
揖
け
わ
れ
ぐ
い
え
れ

jぇ

L

J

ブ
す

i
ス
手
段
ー
、
羽

L
ご
は
、
小
川
荷
策
の
多
枝
注
主
ド
ワ
思
し
仁
、
尊
重
義
務
違
反
旬
も
の
会
津
い
件
玲
す
る
の
で
は

な
く
、
「
達
一
足
し
て
い
る
可
能
性
一
が
あ
る
己
円
安
↑
公
表
す
る
こ
と
で
対
処
す
る
と

そ
L
t
、
「
口
一
体
的
な
ヰ
一
ヂ
ド
即
し
た
配
卑
を

一
九
ん
め
訪
衛
喰
内
等
人

jk↓
ー
い
っ
て
上
場
会
引
が
東
一
寸
に
事
配
羽
目
談
会
よ
り

2
」
と
を

す
る
も
の
と
説
明
さ
れ

き
ら
に
、
仏
両
東
の
f

一叫J
人
な
と
に
よ
り
、
「
上
持
株
式
が
純
二
£
ベ
ミ
基
本
的
が
つ
重
山
〆
J

な
払
れ
が
著
し
く
殺
な
わ
れ
る

｛「弘太？と学l 62 i.三・4i!i4) 1恥り三り12.ll 

よ



~ , ' 

' 

会
計
は
仁
続
財
f
r

と
す
－
G
F」
1J
一
日
が
二
九
一
ざ
し
れ
、
具
体
的
に
は
デ
ゾ
ド
ハ
ン
ド
型
の
一
フ
イ
y
f
J
ラ
ン
と
拒
肖
柱
日
付
撞
組
株
式
が
則

ぃ、dνρ
じ
つ
い

／

、

z

作
了
ド
H
作
付
惇
類
将
式
に
J

い
て

で
は
土
門
止
さ
れ
て
い
な
か
J

た
が
、

ア
メ
り
カ
に
お
い
ザ
、
黄
金
株
が
行
，
E
的

い
一
計
附
さ
れ

Z
い
る
と
し
た

i
で
、
山
れ
の
投
資
本

P

い
受
け
入
れ
ら
札
な
い
一
円
能
川
市
川
を
刻
山
と
し
て
や
げ

C
い

市λ
糾
試
案
は
山
岡
古
事
項
を
ベ
ス
に

d

つ
つ
ら
、

ψ
」
坪
の
汁
氾
ど
い
う
河
端
安
超
え
亡
、
汚
広
場
に
対
す
る

あ
る
科
夜
、
包
括

的
な
行
、
＋
部
制
一
し
に
な
コ
て
い
る
。
現
在
内
一
社
、
土
規
制
内
装
本
的
な
方
向
性
、
特
い
極
外
の
M
Y八
崎
投
資
家
を
念
一
一
二
ド
温
い
ん
投
資
家
の
利

市
内
保
護
と
い
う
ス
夕
、
J
1
は
、
こ
の
要
綱
試
案
内
川
抗
日
山
一
亡
形
民
き
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
〈
討
に
注
目
さ
九
る
の
が
、

μス
ル
な
効

果
そ
持
ツ
防
衛
殺
を
上
場
略
止
め
対
象
1
Y

一
」
司
る
？
と
と
し
た
占

お
よ
吋
ゴ
的
伐
に
公
去
の
対
象
と
な
と
事
切
の
洲
一
T

ど
は
削
除
さ
れ
ど
が

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

一ソイ

y
イ
一
フ
〆
〆
の
発
品
切
に
、
J

い
て
か
な
り
踏
み
叫
ん
し
将
vh苔
の
さ
者
性
を
排
歎
し
よ
う
と
し
て
い
と
↑
コ
で
あ
ミ
2

ず

y
i

ム
i、

井
バ
苛
引
一
一

買
収
防
衛
散
の
導
入
！
ト
い
る
上
場
制
度
の
藍
儀

要
綱
試
案
に
対
立
る
吉
見
ネ
一
踏
ま
又
一
＼
二

C
C
六
字
月
四
日
に
ご
口
収
防
乱
軍
の
導
人
｝
山
係
る
ト
場
制
慢
の
捻
慌
等
｝
円
ぺ
J

i

、1
：

いれ

l

安
桐
、

が
公
京
さ
礼
‘

パ
ブ
リ
J

ク
コ
メ
ン
ト
じ
付

3
れ
！
で
、

高
h
H
1

＝
月
八
引
に
～
れ
に
も
ど
ワ
ド
て
改
王
手
九

旦
北
イ
川
J
f
J
ム
山
川
了
、
一

、J
4
4

科
ぷ
日
て
ア
万
ノ
イ
1
ふ
い

j
r

そ
の
段
、
多
舎
の
改
止
は
あ
J

た
も
の
の

現
在
の
制
授
は

F

の
段
階
で
ほ
ぼ

m
iし
て
い
る
）
よ
J

款
で
は
、

要
綱
試
案
か
ら
の
鋭
化
て
、

五
慌
の
問
題
闘
い
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
を
？
じ
い
枚
討
す
る
｝

い
荒
木
的
な
号
、
ス
丹
い
つ
い
亡
は
変
化
は
な
い
。
間
一
ボ
に
関
し
て
は

－
a
－
 

わ
い
円
ず
開
ポ
さ
せ
る
と
い
う
ん
引
が
上
h
止
碓
に
な
っ
て
い
心
。

ま
ず

け
同
刊
紙
最
と
し
て
利
泊
づ
る
手
段
の
法
的
主
形
式
に
カ
か

円
以
も
穴
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
は
、

（
覗
’
壮
山
リ
遵
守
事
町
一
一

尊
重
義
務
に
「
問
問
一
市
内
十
分
注
」
が
追
い
山
さ
れ
た
。
川
唱

尊
重
義
務

に
印
刻
す
る
部
分

f
あ
る
円
一
第
に
、
官
引
の
巡
時
間
開
示
義
務

じ
加
、
ス
て
、

一
に
、
安
将
一
一
系
ヴ
ボ
さ
れ
ど
尊
而
f

義
務
じ
反
す
る
可
能
川
け
の
あ

よ
小
判

前
広
綱
試
定
ト
寄
せ
ら
れ
と
は
♂
見
を
反
聴
に
一
て
削
削
除
さ
れ
七
2

る
字
削
刊
の
切
－
小
が
、

阪よ法学162 u 4 000) 1041 :21112 ］］〕



ま
た
、
事
前
約
設
に
つ
戸
、
は
、
喫
術
試
案
の
段
階
の

ι市
長
L

よ
り
も
強
く
、
導
入
十
変
由
ん
に
り
寸
た
っ
て
必
ず
原
案
を
作
成
し
た

し
で
話
ョ
前
相
該
が
ぶ
め
ら
れ
る
斤
が
明
暗
に
な
勺
て

ν
るご

」
れ
い
は
現
在
の
況
判
制
ご
も
一
円
燥
で
あ
る

第
川
一
設

そ
の
f

旬
、
の
改
』

汚
詫
策
を
め
ぐ
る
東
証
ハ
円
1
7

税
制
は

（
と
六
年
一
月
内
調
述
寸
？
の
規
訓
の
改
汗
に
よ
っ
亡
、
基
本
怜
な
竹
緋
う
J

一古伝

L
た
川
て

（ワ
J会
" 

回
に
わ
れ
一
っ
て
冴
連
ず
る
改
正
が
な
ろ
れ
た
の
で
、
簡
単
に
み
て
お
く
こ
ト
と
す
る
。

ま
ず
、
「
ト
L

何
時
川
叶
串
民
総
合
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
ロ

一
じ
も
と
ワ
ノ
＼
改
正

ヨ

E
踊
立
で
は
、
上
嶋
規
程

二
0
0
七
2

牛

の体ずか叫ん
t
いf
一
見
直
す
な
と
、
多
く
の
改
ド

ほ
と

A
と
が
鳩
山
叫
程
ト
ど
ム
ぞ
の

こ
の
結
束
、
防
衛
検
に
院
す
る
戸
干
対
制
は
、

拾
行
規
則
に
ま
と
め
ろ
れ
と
号
、
と
と
な
っ
た

防
向
策
に
関
す
る
口
、
七
定
制
と
の
関
係
で
は
、
次
の
二
内
川
下
v

重
要
で
あ
る
！
事

円
、
ト
鳩
山
出
程
山
中
に
企
業
行
動
規
範

れ
、
防
衛
革
に
間
合
メ
是
非
車
義
務

別
立
は
遊
｛

l
v

事
暁
一

第

に

以
締
役
の
注
目
け
ド
ト
な
と
の
霊
山
ゲ
九
九
品
事
店
、

も
こ
の
一
つ
と
な
っ

じ
つ
い
て
の
説
先
住
制
限
牝
れ
ん
へ
の
を
史

お
わ
び
投
資
家
内
利
益
を
侵
戸
す
お
い
れ
そ
れ
が
小
さ
い
と
山
市
一
じ
が
認
め
る
も
の
を
除

お
よ
び
事
支
ト
の
複
民
議
決
協
株
式
の
た
行
一
そ
の
水
う
士
お
そ
礼
が
大
き
い

ω対
象
に
場
仰
さ
れ
と
z

る
も
の
に
出
ァ
三
日
か

f
均
廃
」

i
J

、

ノ
、,, 

づへ

「
↓
一
ご
一
／
＼
八
年
度
上
場
初
出
佐
市
の
汁

U
に
つ
い

司
一
口
十
リ
抽
行

が
な
さ

に
も
と
づ
く
改
止

一
一
一
＼
、
九
年
ヘ
万

手
一
ハ
改
什
で
は
、

主
主
む
詩
境
埼
が
「
滋

i
す
、
主
事
現
一

L
U

笠
ま
れ
る
事
罰
一

位
如
何
行
間
当
増
資
に
州
叫
す
る
事
羽

ハ
い
ぺ
刀
け
ら
れ

な
ど
が
埋
パ
す
事
引
に
追
ほ
さ
れ
た
一

U

こ
九
仁
伴
い

叫
山
口
伶
策
ト
柑
叫
す
る
そ
れ
ま
で
の
尊
重
走
路
山
は
p

叫
t
j事
泊
と
戸
れ
た
ο

t
号）

i
N明
准

H
半
白
丹
、
つ
も
「
松
干
の
惟
川
竹
内
川
浪
一

r
L
L
刊
明
視
日
刊
ハ
ハ
）
条

必｝

に
ハ
い
て
、
注
反
次
世
い
か
六
う
月
間
続
流
し
て
い
ア
ご
々
と
と
L
、
つ
即
応
件
が
削
削
除
き
れ
た
一
ま
七
、

え
一
一
コ
）

h

z
i
b
）

jv 

訪
山
信
稿
！
、
巧
す
る
も
の
じ
現
ら
な
い
が
、

上
場
制
度
数
慌
叩
府
中
日
叫
ん
山
の

｛「弘太？と学l 62 i.三・4i刊 J1叫Z :zu12. ll 
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第
一
節

東
証
の
自
主
規
制
の
特
徴



つ」
j

つ
札
、
、

i
u
v
t
c
i
h、

一
l

l

v

z

v

J

Z
；
一

そ
の
構
成
員
に
閑
「
る
制
約
も
明
小
さ
れ
て
い
る
わ
け
守
は
な
い
）

」
の
た
め
、
こ
の
当
時
あ
り
え
ん

ル

ル

の

二

k

株
、
↓
‘
没
資
家
HF
最
も
好
む
で
あ
ろ
う
も
の
が
官
一
射
さ
れ
た
わ
け
ご
も

2

設、

井
行
ず
る
抱
の
法
ル
ル
と
の
到
年

次
に
、
東
証
は
料
、
土
・
投
資
家
内
川
判
パ
皿
の
保
誌
だ
け
で
な
く
他
の
法
ル

1
ル
、
特
に
企
業
価
値
朝
比
円
高
H

お
よ
び
指
針
と
繋
ム
ロ
仰
な

ル
l
L
形
成
を

H
指
し
て
い
た
」
ぃ
、
え
る

企
wv官
位
怖
研
究
ム
ー
ド
上
る
論
↑
刀
公
開
は

古
木
所
内
山
周
宏
事
幻
と
は
注
同
時
に
公
表
さ
れ
た

な、

グ）

プJ

j
v
l
ル
形
成
に
現
す
さ
τ哨
古
川
世
体
は
東
証
よ
り
先
行
し
て
い
九
一
と
号
、
え
ら
九
る

東
証
の
店
上
競
サ
は
、
訪
荷
策
会
一
ー
疋
桓

度
内
疋

j
j

し
た
ト
で
、
株
、
総
会
取
締
役
台
の
両
方
を
場
入
の
刊
利
権
者
ー
と
し
て
誌
め
る
、
発
動
的
際
二
宅
の
独
す

L
た
判
断
込
者

ヰ
一
時
保
1
－
ょ
、
っ
と
オ
る
、
お
よ
び
過
剰
な
仲
川
市
殺
を
抗
依
す
る
と
L
う
企
来
日
加
納
治
持
育
、
指
針
の
基
本
的
な
内
究
と
諮
八
的
じ
あ

4

こ
の
よ
う
一
な
九
行
す
る
た

i
ル
形
成
し
仁
の
両
牧
は
、

ψ
」
抗
的
十
一
円
山
町
一
小
さ
れ
J

t

l

M
W
主
事
項
的
夫
氏
に
際

L
て
円
h

企
業
匂
他
某

車
の
遵
守
的
安
本
に
加
え
、
日
夜
定
き
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
指
計
を
踏
ま
、
λ
て
制
民
北
を
わ
う
山
口
も
明
不
さ
れ
て
い
れ
、
c

ま
た
、
レ
ヒ
、
十
渇

制

が

：
j

具
体
化
ー
工
～
安
綱
試
仏
奇
心
段
階
か
ら
、

「
買
収
」

1

買
収
防
衛
情
」

な
ど
の
田
五
川
の
疋
一
立
法
治
針
ζ

共
通
の
も
の
を
い
い
ず
い
る
ち

引
引
が
採
出
さ
れ
て
い

ν心
h
h
J

に

ミ
の
よ

4
4調
整
の
存
在
は
挫
の
法
ル
、
ル
の
側
に
も
説
け
即
日
V
み
ら
丸

L
Z
企
業
価
値
報
荷
車
H

で
は
、
叩
計
百
事
磁
の
ん
け
在

い
宗
及
し
つ
つ
、
証
券
取
引
叫
い
防
衛
策
の
た
め
の
開
示
ル
ル
の
形
成
を
旬

L
E
い
る

ま
b
y
d

、
東
一
4
は
要
料
試
主
策
疋
中
り

（
）
青
年
八
月
一
一
パ
）
戸
に
、
公
開
山
口
付
税
制
に
つ
い
て
者
議
し
て
い

f
J正
融
審
の
公
開
問
片
付
制
母
、
等
ワ
！
？
ι
J
7
e
グ
ル

J
の

第

凶

会
議
ぷ
お
い
て
、

ω商
店
事
司
問
、
の
刈
評
や
今
浅
の
対
応
に
つ
い
て
日
商
社
を
打
っ
て
い

そ
L
て

同
ワ

1
汗
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
料
相
土
門

音
H

ト
お
い
ご
も
、

斗
ハ
作
山
刊
な
境
桃
山
話
人
を
♂
案

L
一L
い
る
ー
わ
け
で
は
な
い
お
の
の
、

制
一
お
L
て
一
定
め
伐
討
を
果
た
す
こ
1
Y
一
を
間
引
L
f
f
v
る

引
月
山
市
引
婦
に
よ
る
一
一
、
一
混
叫
が
ヘ
ム
帰
国
戸
、
白
鼠
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第
二
節

東
証
の
自
主
規
制
の
形
成
は
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の
か
？



日

U
券
収
引
所
が
上
場
企
業
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
説
子
Y

J

て
い
る
状
討
を
想
定
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ほ
引
所
は
投
資
家
の
利
益
を
促
准
一

す

る

ル

ル
t
t
N
昨
叫
に
す
る
こ
と
で

】
お
り
魅
力
的
な
足
択
肢
に
一
、
か
ろ
、
っ
と
か
労
心
す
る
イ
ン
七
／
ア
f
ブ
を
込
山
？
円
以
J
0
1
JれU
な

と
も
、
ト
同
帽
の
斗
叫
叫
が
い
経
営
z
h
の
川
刊
さ
に
よ
つ
に
伏
主
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
上
九
投
資
家
内
判
益
を
害
L
に
で
も
、
経
呂
4
引
の
利

掃
を
司
る
よ
う
右
ル

i
H刊
を
採
用
ヲ
ゐ
イ
〆
七
、
J

－Y
ノ
づ
じ
か
牛
じ
る
。
二
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
司
r九
取
引
所
開
の
競
争
に
司
す
る
主
柄
本
持

な
議
山
山
w
J
Kぬ
る
い
川
ぺ
本
稿
の
検
討
課
知
一
ド
持
述
［
て
、

ー
本
力
引
い
ル
一
取
引
所
内
問
で
明
内
な
ル

l
ル
を
め
＼
ノ
ぷ
叫
予
が
起
き
て
い
れ
と

は
い
、
ス
な
し

い
本
で
弘
、

さ
は
同
一
厳
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
上
嶋
ム
荒
川
刊
の
探
存
続
宇
は
心
存
在

L
て
い
た
と
号
え
ら

る

し
か
1
一
、
℃
れ
、
よ
二
二
訓
代
行
以
引
所
が
伯
尚
策
九
段
す
る
山
、
ド
ヱ
規
制
の

て
い
る
と
は
い
？
難
L
の
じ
あ

、
j

｝、

も
し
／
一

つ
は
、
出
川
川
山
機

ふJ
な
く
と
も
一

こ
の
時
四
切
り
の
京
誌
の
ら

l
ル
形
ば
！
二
三
川
る
行
動
を
決
め
γ
いれ
i
八
さ
な
要
田
川
の

関
投
FAH
家
に
よ
る
東
証
i
場
企
業
へ
の
投
資
を
続
出
H
1
る
炉
、
と
だ
と
ν
旬、
λ

東
証
七
仏
が
海
外

制
川
山
の
企
業
｝
ア
と
と
ま
』
円
ず

の
投
資
家
じ
避
け
ら
れ
る
と

取
引
T

立
が
減
少
ー

経
済
的
な
利
益
治
主
さ
れ
る
ま
た

海
外
山
投
丘
、
家
し
か
在
げ
る
こ
と
に
三
寸
て

十
字
、
引
全
体
的
株
価
が
下
が
る
と
非
難
士
会
け
ゐ

E
与
な
も
の
か
ど
う
V
は
明
ζ

L

L

可
詐
位
、
か
日
ま
る
2

〆
｝
打
わ
け
、
手
の

的時
な期
手lj ：ま

益急
lニ ェ事
よ占 に
コ ヲト
て凶
F 人
町 工さ
と資
在家
'" ,fト

0 

dド

ゐ
株
式
1版
有

取
引
が
思
畑
一
、
い
た
時
期
ご
あ
る
た
め
、

段
ら
の
利
戸
会
主
祝
す
る
の
は
拭
U
J
P

こ
の
怠
昧
て
、
海
外
の
伏
ル

l
ル

（
口
、
焼
糾
も
合
仁
）

j
競
争
が
牛
上
に
い
た
j
J〉
い
え
る
“

こ
の
よ
う
な
特
に
海
外
を
念
頭
に
置
い
か
一
校
’
A
H
示
の
利
益
Jγ
一
保
設
す
る
と
い
う
刀
旬
注
は
、

ガ
バ
ト
ン
ス
い
い
調
す
る
J
り
最
近
の

日
規
制
？
も
み
ら
九
る
。
問
、
叫
ん
ぽ

大
規
川
氏
な
第
三
粁
配
当
て
に
つ
い
て
は
、
極
外
を
含
む
投
資
家
し
マ
ン
ケ
l
ト
訴
去
を
計
っ
た

［
で
、
投
資
で
ふ
の
絵
念
す
る
大
師
長
vAt五
時
化
を
伴
う
れ
の
じ
冴
ず
る
抜
却
を
ば
設
し
ん
J

獄
。
役
員
川
叶
度
の
導
人
わ
＼
ヂ
ル
斗
与
J
れ
J

ユ
E
C

：二、
i
T
 

川
口
外
取
締
役
の
設
区
強
制
を
め
く
る
読
み
E
も、

同い

m
h投
貸
家
の
利
益
の
追
い
点
在
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る

も
つ

｛「弘太？と学l 62 i.三・4ili.I) 1恥5 Yり12.11 



も
っ
と
も
、
見
J
V
が
投
F

立
京
の
利
パ
立
を
追
ぷ
す
る
イ
ン
七
、
J

ヲ
ィ

つ
一
一
し
で
も
、
経
世
話
の
利
害
を
H
U

況
で
き
る
わ
け
で
は

'・ ＇，み
し、

ヒ
埼
す
る
か
と
う
か
と
の
よ
う
な
ず
設
で
宗
主
制
笠
を
行
う
か
に
つ
い

C
一
疋
の
次
世
を
持
つ
限
り

』
引
刈
U
ハ
リ
ル
也

L
l
〈
｛

の
訪
れ
仔
取
引
叶
い
上
場
す
る
場
所
を
移
さ
れ
ゐ
ち
て
れ
ば
小
さ
川
、
と
し
て
ら
、
他
の
試
金
調
注

3
伐
に
依
存
L
に

l
場
全
廃
止
ず
る
と

い
う
E
F一
択
を
と
山
一
可
能
問
が
し
め
ん
匂
ハ
ま
た
、
上
場
、
主
将
汁
す
心
一
と
M
Y
若
え
ら
れ
な
い
よ
行
な
会
社
に
喝
し
て
ム
、
川
崎
山
引
の
得
い
り
れ
右

い
ル
ー
ル
を
柁
け
る
と
エ
ン
フ

r
l
一人心

7

二〈

i
が
古
く
な
る
こ
と
は
、
東
証
が
将
常
者
の
利
害
を
年
況
で
与
な
い
浬
由
の
っ
し
乙
な
る
ー

作，

〆＂＇

忍ベ

t
I
行
す
る
他
乃
法
ル

l
ー
と
の
卦
拭
ト

ふ、～、

先
行
し
て
形
凶
さ
れ
た
供
の
法
ル

l
ル、

指
針
ト
〆
の
前
整
が
悩
ら
れ
て
い
こ
や
汗
に
つ
い
て
は
土
の

特

μ
企
業
何
倍
報
告
書
、

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

J
う
い
説
明
と
さ
ミ
ゼ
ろ
，
っ
か

法
と
は
い
ー
な
く
て
も
、

先
に
形
成
去
、
恥
た
こ
れ
ち
の

f
f
x
一
↓
ノ
イ
シ
い
信
〆
の
竹

岡
地
寸
寸
r
，〆
a
l
y
」、

る
ル

i
ル
を
へ
門
わ
せ
る
の
は
当
然
の
ご
し
仁
の
よ
う
に
み
旨
ん
る
ー
し
か
し
、

C
、
土
規
制
に
つ
い
て
7
4
1
7
ル
な
権
限
を
持

γ

L
る
の

は
東
一
而
F

お
よ
び
監
督
権
限
を
ム
け
づ
る
金
融
庁
｝

な
の
だ
か
ら
、
じ
い
ら
の
利
宵
に
反

T
る
場
ん
に
は
、
出
zzt一
匹
、
ふ
内
容
の
も
の
を
作
品
守
一

と
も
ZJ、fhつ
れ
な
く
は
な
い
ぺ

も
っ
と
も
、
先
行
す
る
法
ル
ー
ル
Y
一
方
向
犯
が
具
合
る
も
の
を
提
唱
す
る
じ
は
、
綜
一
山
州
を
へ
ぺ
め
た
コ
ス
ト
が
か
か
る
一

そ
こ
＼
望

ま
1

u

J

い
ル
ル
に
関
す
る
見
解
が
一
致
ぜ
な
い
出
で
、
九
行
「
る
ル

lレ

デ

戸
出
再
八
州
の
余
地
は
あ
コ
て
も

｛
だ
の
妥
当
牲
を
お
う
て

il 
t立

そ
れ
を
支
持
す
る
削
か
」
り
は
訓
い
反
発
に
忍
う

P

と
う
子
山
崎
二
一
一
れ
る

主

他
の
法
ル
ー
ル
と
蛙
九
口
的

F

、
は
ん
怯
い
税
制
を

f下
〆：J

L

J

ブ
す

i
ス
の
た
の
の
「
ご
人
卜
ち
ん
円
同
く
な
ム
旬
。
と
り
わ
け
、
日
円
間
的
な
余
裕
が
な
か
〉
一
円
こ
と
？
、
円
！
干
規
制
力
形
成
の

企
長
依
知
研
究
会
や
令
防
庁
か
ら
凡
l
ル
形
成
を
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
清
は
、
パ
ん
じ
J
9

ゐ
他
内
法
ル
ー
ル
ド

3

、｝円之志門、

3

、

I
L
r
t
L
Y
カム
l

従
う
こ
と
に
つ
な
が
る
ー
ま
た
、
仕
業
低
値
研
究
会
や
令
一
隅
庁
に
お
け
る
ル

1
ル
形
成
の
均
い
は
東
証
の
メ
ン
バ
ー
ー
J

加
わ
る
ニ

17υ

あ
り
、
有
い
の
混
む
を
耳
即
日
川
し
て
ル
ー
ル
の
円
以
を
流
粧
す
る
r
ス
人
を
な
く
す
之
十
六
日
川
と
ら
れ
て
い
ん

iF一
い
え
る

阪よ法学162 u 4 011, 1047 :21112 11〕



こ
う
ν

た
事
情
か
久
、
他
の
法
ル
ー
ル
と
矛
盾
L
P
い
杭
阿
ご
は

L
T
E
U
H村
一
搾
類
株
式
宇
一
的
い
に
防
悔
い
殺
を
否
定
ー

ζ
～
止
に
み

ι

計
る
で
つ
に
投
白
志
向
利
一
守
キ
保
護
す
る
ご
め
の
幻
自
の
ル
ル
を
上
京
せ
し
つ
つ
も
、
行
政
に
す
匂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
存
在
4
4部

一いγ
は
、
ぞ
れ
と
同
様
の
八
凡
を
J

木
羽

L
Cき
だ
と
珂
併
で
き
る

J

州
市
イ
札

事
前
漏
剖
刊
の
志
均

一
点
い
い
の
特
散
と
し
て
あ
げ
た
半
前
日
i

ベ
干
の
治
用
と
い
う
千
法
を
選
択
し
た
こ
と
ド
つ
い
て
み
て
み
よ
う
υ

ま
ず
、
山
三
下
規
制
を
れ

る
際

μ
上
持
品
止
め
対
象
と
な
る
よ
う
な
巡
引
な
も
の
は
と
も
か
く
、
河
川
町
唱
の
あ
山
号
待
液
に
つ
い
て
、
あ
内
か
じ
め
明
確
に
d

疋
め

て
お
く
こ
シ
一
は
雑

L
い

判
ら
か
の
形
で
抗
除
1J
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
v
慌
起
の
あ
る
も
山
町
民
、

ふ
一
日
夕
て
内
「
つ
ノ
L

部
だ
と
寺
、
グ
人
p
v

N
J
h
h
J
い、

－
一
三
一
ー

ド

己

主

〕

1
4
1

郊
を
ル
ー
ル
形
成
特
円
特
定

f
る
こ
と
に
資
源
を
校
ー
す
る
よ
り
も
、
引
同
情
散
を
j

呼
入
1
－
た
い
と
考
え

子
、
ノ

モグ

る八五
M
引
の
多
く
に
汁
し
て
は
隈
町
も
が
な
い
こ
と
が
判
町
し
て
い
る
形
隠
さ
他
党
し
た
で
、

γ
ノ

γ
リ
ー
は
導
入
の
段
階
で
事
前
相
談

を
混
じ
一
＼
個
別
に
排
除
し
れ
一
ん
が

ル
ー
ル
形
成
の
l

ス
？
を
怯
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

d
h
u
J

、こ
J

句、

こ
れ
は
事
則
規
制
を
向
い
な
く
て
も
交
現
で
き
る

例
、
ぇ
ゴ
益
法
令
じ
附
象
的
な
九
世
作
の
み
を
史
的
、
問
執
す
が
立
｝

yr臼

段
階
ご

裁
判
叶
の
判
断
J

三
点
じ
て
い
川
区
寸
る
こ
と
が
あ
L
の
と
同
季
に
、

問
題
の
あ
る
防
衛
笥
が
導
入
晶

る
い
は
生
じ
だ
伎
と

売
動
さ
れ
た
絞
に
個
別
に
4

＋
リ
ン
ク
ン
↓
ヨ
ン
を
認
す
こ
と
で
ル
ル
の
形
式
三
コ
シ
フ
才
v
λ
キ
行
う
！
こ
い
う
方
法
Jor7え
ら
れ
な
く
は

一日一
な
い
れ
し
か
4
L、
そ
も
そ
も
副
長
取
引
所
内
｝
一
埠
初
で
は
、
裁
判
別
の
よ
う
い
特
定
の
行
為
的
対
々
を
有
｛
足
し
た
り
、
長
止
め
る
対

国
木
を
持
つ

L

J

ブ
す

i
ス
手
段
を
採
剥
す
る
こ
と
は
離
し
い
。

四
川
市
型
の
あ
る
均
配
策
？
山
た
政
時
三
、

〆
山
方
ご
討
に
」

／
て
の
た
め
、

す
る
よ
り
も
、
事
前
に
ス
ク
j
l
一
一
／
グ
を
試
み
る
ん
が
幼
県
的

4
1
／
プ
す

1
ス
が
既
存
さ
き
る
（

ま
「人

ル
ー
ル
に
却
す
る
I
↓
＃
目
の
子
柑
UHrth
い
45
う山町

J

龍
性
t
v
h
d
思
し
人
九
ア
却
し
ヘ

よ
り
一
戸
居
事
前
円
相
談
の
活
用
を
笠
む
と
考

xh〉
れ
る
こ

問
題
が
あ
れ
ば
パ
で
ほ
約
に
サ
〆
ク
シ
ョ
J

を
刊
す
λ
l
ん
で
あ
っ
て
お
、

副
島
以
引
叫
ど
上
場
hp
業
が
ル
ル
に
つ
い
て

｛「弘太？と学l 62 i.三・4il2) 1恥8Yり12.11 
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期
解
を
共
略
行
午
、
い
れ
ば
、

pr
業
か
サ
〆
ク
ノ
ヰ
ン
ネ
心
血
路
一
し
だ
い
ζ
y
J
、
え
る
限
り
、
そ
の
い
心
象

J

一
な
る
干
っ
と
防
布
一
位
一
は
導
入
し
む

い
H
e
つ、つご

d

か
1

－、

司
司
書
の
想
定
に
ま
が
鳥
る
山
崎
λ

品
川
は
、
多
く
の
へ
ι尖
は
2
H
h
L
的
に
山
寸

J
J

叫
に
栴
一

ρを
行
う
か
議
抑
的
に
係
る
舞
う
も

の
の
、
こ
く
一
部
内
企
業
は
1
1
1特
に
敵
刈
的
買
収
の
対
象
と
な
り
ふ
と
｝
な
場
合
1
1
1サ
ニ
ハ
ノ
ザ
ヨ
〉
を
れ
さ
れ
な
h

3

4
町
注
を
副
汚

し
て
社
ー
の
取
引
別
が
し
ス
は
望
ま
な
い

WJh陀
箭
を
導
入
し
、
結
期
本
的
に
サ
J

ク
ン
ヨ
／

れ
る
一
円
能
性
が
uu
ま
る
の
子
、
？
一
ヲ
る
し
ら

投

hv家
や
八
公
衆
h
r
ら
証
券
取
引
所
が
非
弘
さ
れ
る
円
能
引
が
山
山
て
く
る

お
上
、
げ
J

多
く
の
企
業
」

東

字、ヂ一パ

μ
と
っ
て

ヰ
引
い
祁
ー
ー
す
る
運
用
が
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る

時
川
市
山
款

悼
式
州
車
江
と
金
融
け

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

－L

訓
の
佐
子
法
制
に
つ
い
℃
は

7

オ
マ
ル
む
椎
開
ほ
て
て
持
つ
金
線
庁
の

μ出
ー
を
無
視
t
る
こ
と
は
で
去
な

金
商
法
上
、
仔
券

取
引
所
子
、
防
街
品
取
に
つ
い
と
の
い
打
干
組
制
が
高
か
れ
て
い
る

i
場
説
法
を
台
む
業
務
説
符
戸
金
店
法
一

一
七
九
本
山
号
多
山
内

な
ど
を

変
更
す
る
場
ハ
に
は
、
金
融
庁
長
富
山
認
可
が
必
要
で
あ
り
（
同
一
同
九
条
項
、
二
業
務
規
山
拝
金
と
の
を
し
史
で
の
他
の
業
時
弐
持
捕

刻－

九
四
九
ん
の
七
一
。
ふ
の
三
約
、
／
融
庁
辻
、
吉
、
立
に
対
ー
之
、
ブ
オ
ヤ
マ
ル
に
、
あ
る
い

置
を
ム
布
ヒ
る
権
限
も
あ
る

布
一
一
ア
斗
丸
刈

は
フ
4

7

N

M
な
他
限
士
ι
同
五
五
ド
ド
し
て
士
リ
別
鳴
で
は
な
い
形
ご
自
ら
の
望
む
ル
ヲ
ル
や
形
戎
す
る
よ
う
に
ぷ
め
る
干
ノ
が
で
き
る

、
ー

；一
J

－

3

－J
1

1

 

ア
才
、

7
L
W

な
コ
ン
ト
円
ャ
ル
抗
日
限
を
持
コ

L

V

る
こ
レ
一
ー
に
、
白
ら
の
望
む
行
動
を
宍
際
ド
い
と
ら
せ
る

F

とに
YJ
で
き
る
こ

と
は
別
と
あ
る
「
二
九
は

東
訓
は
金
限
庁
と
異
な
る
利
害
を
有
す
る
認
級
一
J

あ
る
こ
と
に
LUえ
て

壬
ニ
タ
ー
ン
グ
に
は
「
一
】
〈
卜
ぃ
M
J

刀
か
る
こ
と
に
よ
F
Q

り
そ
の
た
的
、
金
隈
庁
引
退
好
か
い
り

定
N
U
L
L
離
れ
た
ル
ー
ル
奇
形
成
し
え
な
い
と
い
う
判
約
千
牛
じ
る
が
、

内
川
明
…
刊
の
範
内
内
で
丈
際
じ
形
成
さ
れ
た
ル
ー
ル
の
刈
符
を
読
押
す
る
じ
は
、

ぶ
慌
の
」
う
に
東
証
rH身
内
遅
好
干
置
か
れ
た
環
境
を

み
る
必
要
が
あ
る

而
yH
の
れ
山
吉
に
関
し
て
は
、
東
訓
は
上
場
企
染
め
海
山
刊
ヤ
ト
場
証
引
か
の
攻
引
に
J

L
経
済
的
な
れ
〆
岨
を
向
上
M
A

せ
る
イ
〆
ゼ
J

ア
イ

f
け
巾
しt～ 
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第
一
節

防
衛
策
を
め
ぐ
る
自
主
規
制
の
評
価



必
ず
す
よ
も
れ
主
ぺ
J

反
映
3
れ
の
す
い
利
益
集
固
で
は
P
い
品
史
資
家
〈
株
三

の
利
害
三
一
代
表
J
q
J

る
士
一
体
、
ρ
、
敵
対
的
買
以
を
め
く
る
法

一町一

ル
ル
の
形
説
に
関
与
J

す
づ
き
～
と
ヰ
保
障
す
る
も
の
と

L
＼
骨
瓦
的
に
評
価

L
う
る
z

地
方
で
、
も

L
、
倣
討
的
買
収
の
文
脈
で
株

主
・
投
資
家
N
M
M
れ
と
て
れ
以
一
引
の
】
人
ア

1
7ホ
バ
ダ
！
の
訓
刊
に
］
調
撃
を
打
、
っ
法
ル
ル
を
形
成

γ
る
必
更
が
あ
る
と
唱
え
る
場
合
、
そ

一引一

の
上
う
な
役
目
ま
一
ぐ
負
う
の
は
同
一
切
て
は
な
い
守
一
と
い
な
ろ
、
っ
。

rノ、

東
証
は
先
行
す
る
法
ル
ー
ル
か
ら
ー
人
隠
心
配
説
し
な
い
ょ
う

り
つ
つ
投
資
家
内
科
研
川
市
議
を
い
的
と

L
た

計
山
向
山
ル
ー
ル
を
付
加
し
て
い
ゐ

一
れ
は

な
い
ル
ー
ル
が
乱
立
す
る
の
号
疋
げ
つ
つ
、
他
内
法
ル
ー
ル
内
大
悔
や
一
実
質
持

、
持
ド
オ
る
こ
ー
と
が
可
能
な
門
”
で
肯
正
問
γ
汗
句
で
き
る
z

他
力
ど

他
の
杭
中
門
限
係
者

一
、
特
に
絞
F
J
P
U
4
2

の
利
害
の
影
町
h
を
受
け
る

;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

と土
な ＇［t;

る川と

ア〉
ii' 

共
｜司,, 
｛去
Jν 

Jy 
τ三
ι 
イfフ
成
寸
ヴ

ゲJ

証
券
取
引
叶
が
投
資
家
の
利
益
と
聾
九
州
別
会
ル
ー
ル
を
町
望
ん
で
も
一
ず
協
が
必
安

さ
ら
に
、
本
間
で
み
と
範
凶
で
は
、
上
場
探
得
競
争
が
あ
る
と
し
て
も
、
一
「
ヱ
規
制
山
内
戸
vhJ
を
め
ぐ
、

7
－

2
2
ざ
子
p

｝
V

主
主
主
的

状
況
い
ド
陥
っ
て
い
る
わ
け
で
泣
な
い
一
ま
人
f

、
時
一
数
の
古
門
店
や
代
啓
的
な
取
引
ン
ス
テ
ム
ら
の
＋
丹
、
川
1

一
銘
柄
の
取
引
量
を
め
く
る
競

と
ナ
イ
J

止
N
v
r

、い

取
引
や
め
く
る
ル
？
ル
こ
達
い
、
防
待
壌
を
へ
子
リ
ガ
パ
ナ
ン
ス
会
め
く
る
ル
、
ル
は
、

出
券
取
引
品
川
が
競
争
相

子
を
苔

L
L利
盆
を
獲
仔
す
る
子
設
と
1

d

て
H
い
る
こ
と
は
mほ
し
し

て
の
た
め
、
絞
与
の
有
在
に
よ
る
将
害
が
生
ヒ
ゐ
ヘ
ホ
散
は
小
さ
v

引
H

土
規
制
十
一
〈
円
む
法
ル

l
ル
は
正
の
外
部
付
パ
が
あ
る
P
J

め
に

悦
絡
が
迅
少
に
な
る
円
能

T！
が
あ
る
。
特
に

血
ん
、

ル
ー
ル
形

成
い
は
河
川
、
心
の
コ
ス
ト
が
か
か
ん
γた
め

東
証
幻
外
の
弘
幸
取
引
叶
い
と
す
一
仁
は

た
き
な
刈
刊
さ
い
か
給
む
の
で
な
け
れ
ば
東
証
の
凡
1

ル
形
成
に
フ
ワ
l
ニ
ノ
イ
ド
ず
る
の
が
行
判
的
に
な

取
引
は

ァ
ソ
l
ラ
イ
ド
が
あ
る
三
と
を
前
提
い
し
て
ど
円
ら
の
利
益
の
れ
め

じ
ル
ー
ル
形
成
に
一
｛
疋
の
つ
ソ
l
ス
を
h

お
く
こ
と
い
な

他
の
証
券
取
引
高
じ
！
日
持

L
て
い
る
会
社
へ
の
影
響
ま
ご
与
え
る
イ
ン

セ
シ
ナ
ィ
ィ
ノ
は
な
く

努
力
が
混
少
に
な
る
可
能
刊
が
あ
る
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第
二
節

残
さ
れ
た
課
題



上
場
規
程

上
場
規
程
施
行
規
則

上
場
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

適
時
開
示
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

留
意
事
項



要
綱
試
案

要
綱

投
資
家
意
見
の
概
要
（
買
収
防
衛
策)

論
点
公
開

企
業
価
値
報
告
書

指
針

企
業
価
値
報
告
書
二
〇
〇
六



;iLI；以外日行Lよる前bγJ買収とi司；ii'；椛ク） ＇レール形成

一4
～
川
汎
ケ
ん
ぱ
、
散
対
方
買
収
？
に
防
衛
た
に
関
す
る
設
一
…
ム
耐
と
し
て
は
、
巨
談
ヘ
二
企
支
価
也
研
究
人
民
相
刊
行
書
一
泣
け
の
ん
変
化
を
踏
ま
三
／
た
買
収
時

指
示
の
れ
り
十
と
に
つ
い
、
」
ソ
？
ト
円
い
ili
叫
究
一
一
寸
川
一
頁
一
六
＼
J

人
J

ο

J

v

山
れ
一
、
敵
対
的
貨
江
刀
問
川
晴
尼
に
lν

一
ド
｝
主
ヤ
り
ず
、
会
比
叶I
点h

 

全
舵
に
珂
’

閃
言
る
f

臥
論
が
な
ぐ
L

れ
久
心
よ
、
ヴ
μ
一ふ匂

J
て
J
r

匂

列

hrば
、
と
J
F
γ
ウ
ム
会
社
渋
改
汁
の
四
引
一
州
と
展
望
」
官
法
仁
川
一
ワ
一
つ
頁

F

O

一
一
｝
J

一5

ι
な
け
的
買
収
、
府
間
て
、
複
数
の

U
ル
や
む
形
氏
＋
什
仲
の
制

ω畑
育
問
係
f
f
L
d
v

、
引
一
二
芸
民
引
っ
η
に
と
乙
巨
一
明
記
り
形
成
ら
分
析
し

ど
い
る
研
究
と
し
て
、
町
内

g
z
E
会
ncmf
同

2
2
h
月
九
『
百
五
円
九
「
吉
、
ω

二
百
吉
之
、
？
E
E
Qと
町
一
之
さ
と
と
E
ど
と
つ
吉
芯
之
岩
山
C

M
内号、

L

下町、ミ之ペャミ旬、一
K
N
ご

h
b
A
W

ぬ休刊（、、予引に句たとえ～～
c
E
x
m
ω

」日吋シヲィロ
p
f
n
d
、開与問
ωへと目。凶
4

日／J
吋一日目

ω日C
R
G
C
C｝

τ
h
～間以
Hい
司
ヨ
川
河
口
口
口
円
円
d川ココ門
P
Cぺ
同
吋
可
一
一
口
I
Y
DムU
H
W
戸
空
間
dMU
勺
コ
巧
閃
河
内
2
M
N
J
ご悶〉叶門戸リ
C
イ吋阿川町
d
F
R
H
h
d
川N
C
日い
H
Z
ワ「〉同
d
d

｛M
C
V
戸、

一7
7

v

E

〉門口
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五
立
八
月
一
／

J

（いb
x
）吋）

一
町
門
ふ
つ
レ
一
弘
、

γ
メ
リ
カ
に
お
い
し
ふ
証
詰
制
引
一
町
ユ
カ
パ
ナ
ノ
ザ
ス
仁
川
問

γφ
日
工
場
制
そ
恥
r
竺
ず
る
陪
に
川
悦
下
す

JQt
い

y
よ：り
ph
、
5

E
t
－－よフパザ

J

V

J

ネ
ト
の
冗
で
が
託

L
て
L

ゐ
と
包
指
相
さ
れ
に
い
ノ
ー
も
］

0
5二五一一
Z
Z
R
J
Z
保
亘

2
3
2
手
工
作
宍
却
下
Y亡
き

い
い
吋
ち
た
む
吉
で
2
ロ
ヨ
ば
れ
た
ミ
コ
ヨ
河
内
午
、
え
た
M
N
2
旬、ごと～片付。～
2
3
h
gぜ
L
A
g
げ
は
一
主
「
比
千
戸
山
Gω

叩
叶
叶
吋
∞
己
宣
）
担
）
ま
た
、
』

r
h
E凶℃
u
c
F

ミ
T
hこ
5
石
三
一
汽
ご
吋
ご
l
E
は
、
い
ど
つ
か
の
事
例
た
ん
一
検
討
、
J

J

＼

S
ι
じいず
f
パ
寸
ン
人
円
規
律
の
わ
め
の
場
現
地
初
五
円
青
訟
で
土
道

的
な
役
割
宮
市
本
と
し
て
点
。
ム
セ
｝
と
そ
明
ら
か
に
し
て
い
叱

一
万
一
三
み
の
一
」
刑
事
取
引
所
開
の
紋
下
辻
、
特
に
新
聞
山
場
の
悶
設
し
「
場
企
業
認
致
王
め
f

る
も
の
と
な
ン
に
お
り
、
よ
喝
し
て
L

る
銘
柄
の

取
引
を
の
ハ
ゐ
も
の
で
は
な
i
v

と
出
向
摘
さ
れ
て
い
る
大
崎
民
社
ー
ァ
己
完
取
引
所
の
抗
争
と
一
一
ヘ
一
υ
」
決
斗
八
一
巻
一
一
号
一
白
、
一
ハ
頁

ご
コ
ハ
J
A
h
主
証
の
卜
阻
明
会
社
数
力
的
一
コ
コ
コ
司
前
校
で
品
移
じ
亡
い
る
の
に
社
し
て
烹
i
R
証
券
取
引
所
『
東
証
要
旨
4

凡
コ
良

一
門
〉
一
三
、
ジ
ス
グ
ノ
ム
ゲ
は
減
Y
何
列
じ
あ
る
も
の
の
一
こ
C
r
f「
か
、
勺
現
ふ
い
に
い
た
る
ま
で
一
八
、
ヘ
ズ
川
村
前
夜
円
上
場
数
人
コ
あ
る

F

「
こ
場
内
固
い
存
総
括
士
一

J
ヘ
S
L
白

A
Q市
場
ご
プ
召
＼
＼

d
i
s
c－
市

O
マ｝勺＼『＼喜一

E
r二
一
ず
＼
吉
明
。
＼
D
O
T
H

－z
t
Z
？
と
三
万
三
M

巧
宍

旨
）
戸
空
い
円
）
防
衛
荒
い
院
す
る
Jド
ム
持
制
（
J
形
成
さ
れ
た
時
間
ド
コ
い
：
、
巾
百
九
%
天
「
十
一
一
1
4
I工作
J
主
え

εゲ
ロ
パ
ル
守
弔
問
以
争
」
l

氏一「引の

該
部
巴
ァ
ピ
説
経
済
研
究
ハ
f
、
せ
、
向
、
一
七
C
一一民（

C
U
八
一
参
出
民
主
立
元
上
局
去
に
忙
殺
で
品
川
ょ
、
ひ
鋭
、
十
一

LL
恥
売
目
代
人
ν
で
九
小
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）%をト
L
昨
て
い
す
、
ζ

が
一
小
さ
れ
ご
い
る
な
お
、
同
一
耐
え
は

U
本
心
記
券
れ
引
所
開
の
読
め
」
の
ん
H
dに
否
定
的
な
認
識
を
示
し
て
し
h
v
n

つ

一
市
東
証
に
次
ぐ
一
規
悼
の
大
設
は
、
東
逗
い
ず
一
コ
コ
ー
ハ
主
一
一
円
八
円
に
宮
市
に
も
と
づ
一
ノ
改

k
t一
拘
行
注
工
～
ぃ
U
一
絞
カ
河
月
一
一
円
仁
、
司
対
容

円
相
制
苛
導
入
し
て
い
る
（
け
主
日
月
一
円
施
行
一
（
ム
入
院
証
雰
取
引
叶
刊
は
収
防
正
常
円
滑
ど
ヘ
い
れ
4
や
る
上
嶋
制
慢
の
搭
備
等
に
伴
J
間叩一之
r
可

規
則
の
部
改
在
L

コ
い
て
（
一
口
什
一
ハ
九
l

一
円
二
一
白
一
子
三
三
、
rp
と
て
4
4
0
1
一
℃
＼
三
＼
一

2
ヨ
宅
玄
口
市
一
ま
と
、
ち
一
剖
辻
、
一
パ

OV

ハ
年
一
品
い
ら
の
街
t
買
い
陪
L
－ill
－
均
出
け
や
直
寺
院
に
な
L

一のい現
ι
出
来
一
弘
院
す
る
旨
ρ
円
安
私
案
手
n
h
u
i

一
ム
し
ご
い
れ
川
口
町
ァ
王
寺
取
引
一
昨
一
買
収

山
崎
問
衰
の
け
す
入
枠
る
l
場一日
lk
の
軌
塙
J
7
h
「J
L
て
」
一
円
ス
リ
ヘ
有
一
乃
一
九
H
J
J
Z
Z
＼
＼
者
三
宅
ロ

r
E
E℃＼
E
一円、

E
Z
ゼ
ロ
さ
を
い
谷

川
三
時
三
専
門
天
に
判
定
す
る
現
刻
改
正
を
行
J

て
い
る
2

司
公
立
月
一
日
施
行
）
ハ
司
「
質
札
防
箔
干
前
打
道
人
に
河
川
る
上
地

M
Mー
の
登
仙
守

に
伴
、
つ
校
U

岳
地
帯
宜
主
単
い
の
一
民
改
正
：
つ
い
て
」
ヘ

C
C
一
ハ
平
問
月
一
人

u
r丘一＼
5
5
5
5ぺ
C
：一℃＼
4
C
F＼
5
5
2
2
5三、

己
主
、
ち
も
1
J
i

ゃ
ド
官
＝
1
7
N
一L
、
遵
d
J
事
尽
に
J

い
て
は
一

C
C九
汁
ド
導
入
L
丈
「
同
（
l
場
会
わ
い
の
つ

U
U

レ
ト
・
ガ
日
ハ
↓
ン
ス

日
常
化
に
向
け
た
上
局
心
度
心
杭
一
慌
に
つ
い
て
」
ム
戸
二

U
C九
司
九
ヰ
一
一

U
H）

E
t＼＼ヨ
5
2
2
2垣、
E
r＼
に
一
号
、
主
主
主
古
（
）

K
Z同一
υ

そ
れ
以
叫
の
占
い
は
東
証
円
規
制
し
y

同
慌
で
あ
る
υ

札

誌

も

て
U
U
i
r
布
一
月
末
に
制
度
ぼ
や
け
怖
の
概
要

f
k表
L
て
ハ
札
幌
司
市
存

取
が
町
「
買
収
防
衛
箭
の
川
？
に
日
開
乙
ょ
に
吋
制
支
の
整
備
i

い
つ
い
て
」
一
一
の
ひ
六
午
一
月
一
九
日
一
三
ニ
戸
℃
＼

J
J
t
r
e
t
ミ
号
、
T
M
E
T
－＼

三
時
＼
官
一
ケ
一
号
、
一
三
L
一月
cvp－
5
詰
v
L「

v
添
付
ご
、
川
可
に
の
悶
沌
可
フ
パ
ザ
規
制
改
正
一
村
年

A
H
「J
u
m
打
じ
に
よ
っ
て
、
東
一
剖
と
同
除
円
規
制
4

V
入
し
て
い
る
へ
何
一
山
口
収
時
南
鵠
り
導
入
い
係
る
l
場
制
－
民
り
匙
富
市
竿
に
咋
う
ョ
株
券
上
品
審
ー
一
基
準
E

与
の
一
川
山
、
正
、
つ
い
：
ー
一
、

つ
つ
ム
ハ
r
F
H

川
一
月
八

H
一
r
r
f
召
＼
＼
4
4
4
7
4
2
］℃＼
T
Z
0
7
4
M
＼
司
王
、
主
主
主
＼

r
s
f三
一
芝
居
ご
王
町
一
υ

位
刀

b
、
競
争
の
結
果
可
？
〆
対
刊
に

川
を
も
君
く
よ
と
品
4
f
q

え
ら
れ
る
が
、
東
証
が
他
の
証
一
手
取

E
一
附
の
動
向
に
じ
コ
て
対
応
を
変
化
さ
ヤ
二
？
に
い
時
わ
一
こ
と
そ
寄
わ
キ
h
w
h

一H
判
は
な
J

、

他
々
で
、
他
の
一
対
品
取
引
所
は
、
よ
悼
の
と
お
り
車
副
い
い
や
や
遅
れ
て
同
慌
の
ル
ル
骨
整
備
じ
て
い
一
号
守
れ
ら
の
占
か
コ
も
、
宅
一
対
外

作
う
に
出
i
規
出
攻
他
門
ン
ω

券
取
引
所
が
叫
ん
祝
！
唱
し
三
誌
は
l
て
い
る
と
と
附
ぜ
る
こ
と
が
で
き
る
と
ろ
う

J

二
日
こ
れ
は
、
和
刊
の
町
主
取
り
ι

戸
直
性
と
は
功
に
「
舛
際
件
一
を
基
本
的
な
考
一
ん
力
川
二
っ
と
7

て
担
げ
亡
い
た
こ
と
に
端
的
L
反
映
さ
れ

f

、
ぃ
。

u
t
っ
と
も
、
制
れ
に
投
斉
家
円
利
誌
に
主
る
ル

1
N
力
宮
沢
さ
れ
る
と
い
つ
よ
り
も
、
」
孔
帆
げ
の
山
江
丙
｛
K

L
！
と
づ
て
寸
ス
ト
の
伏
い
、

1
6
J
な
り

ι悟
れ
に
い
る
ル
ル
が
選
出
、
将
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
子
一
れ

t
v
I椋
Q
E
1一日仙川上下

i

及
川
、
j

る
ο

証
必
取
っ
町
内
同
絞
的
な
枝
主
レ

ル？

b
n
v
収
駄
句
つ
い
て
、
加
藤
一

J

コ
レ
了
前
倒
件
↑
刊
」
三
、
こ
三

J

一
戸
（
多
出
〉

一
市
上
一
場
会
記
の
政
資
部
円
引
の
机
式
保
有
比
J7
の
推
移
A
3
4
G
と
一
千
九
一
／

L
、
東
一
一
一
一
円
相
肌
ら
な
U
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の
持
株
が
上
昇
L
は
じ
的
、
一
二
一
〉
有
年
頃
に
は
、
信
託
銀
ノ
打
、
付
担
保
な
と
の
ふ
宅
政
域
同
式
拾
し
て
世
ー
に
な

J

一
に
主
ふ
り
刊
況
が
γ
や
「
が

J

C
い

Ay－
－
東
界
荷
存
収
引
所
「
車
対
v
v
h
E
三

b

前
州
向
洋
（
日
」
一

υ

一
一
一
。
ま
と
、
取
引
の
J

i

H

コ
l
i
之
み
ご
も
、
一
九
九
九
／
「
耳
、
お
よ
が

一
と
と
M
2「
頃
I
T

大
将
い
れ
増
祁
＝
て
い
る
こ
と
が
汁
か
る
1
H本
証
券
紅
白
研
究
所
「
岨
説
日
本
の
証
券
市
場
大
〉
一
一
介
一
一
頁
一

H
本

証
本
経
浩
司
究
町
、
九
一
一
。

一
同
日
希
月
比
常
人
什
元
以
i
ハ
リ
日
山
崎
台
ま
に
は
｝
一
正
体
一
て
つ
J
W
作
動
T
Y
N
M
Wム
ロ
い
は
伴
主
総
会
決
議
、
主
た
は
れ
朴
正
吉
昔
か
｝
h
J
Fバ
程
度
強
江
し
と
ν臼

に
よ
位
凶
釘
仙
の
入

F
が

h

一
市
川
町
巳
れ
て
い
乙
上
高
規
店
四
こ
条
、
問
詰
打
関
町
ノ
川
一
五
条
の
一
投
資
拡

ωア
シ
ケ
ト
に
つ
、
て
は
、

東
証
場
会
祉
の
コ

l
一日

7
lト
ホ
ガ
パ
テ
J

ス
に
珂
寸
る
ね
資
一
必
ず
向
け
意
註
勢
呆
ぷ
対
、
Z
J
Kす
す
j
v

れ
に
よ
忠
［
は
っ
概
要
b
コ
い
て
」
剛

山
判
径
一
日
山
工
一
一
百
九
、
ち
ょ
が
ず
V
T
宮
杭
子
ニ
場
制
一
位
整
備
控
訴
会
「
安
心
し
て
投
資
で
主
る
市
場
環
境
宮
内
部
一
備
に
向
け
て
』
の
概
要
」

胤
喜
一
八
六
八
口
勺
一
ー
は
王
、
一
二
一
〉
九
）
努
附

一
川
一
一
位
立
役
員
の
確
保
い
拝
る
克
也
勺
！
の
留
意
宗
明
日
成
田
年
丘
ヰ
改
己
収
と

1
j
r
Tけで＼＼
2
2
3
ダイ

C
トモ＼一

Z
E判＼
Z
T
E
M＼

『
一
正
一
主
主
主
ヘ
X
Z片山崎沖、
ι一
戸
店
主
五
三
U

丸
山
参
照
υ

ま
に
、
渋
制
審
に
お
け
る
一
議
論
で
は
主
訟
の
掛
川
償
委
員
が
、
引
に
投
資
家
の
利
益
に

言
及
し
つ
ワ
什
外
取
舵
役
引
一
凶
置
売
時
制
一
ず
べ
き
ピ
山
口
の
ー
で
張
を
し
て
き
た
ご
切
え
ば
、
「
法
制
審
議
会
会
担
法
制
部
会
第
九
回
議
事
録
t

一
つ
な

一
一
年
一
月
ヘ

υ
ヒ

i
ノ
ヨ
ァ
コ
℃
と
当

4
3
2］
拘

C

E＼J
C
一
一
。
ミ
＼
手
会
～
2
5
C
町
店
経
世
百
し

一
日
一
前
村
山
正
r

約
一
汁
）
心
不
文
参
出

一
計
九
羊
融
容
の
公
明
叫
亘
付
判
明
度
埠
「
ノ
i
キ
ン
庁
。
ゲ
ル

i
プ
に
つ
い
、
は
前
氾
日
一
円
、
と
ぞ
の
ト
ト
i
L
V問
。
士
お
、
第
一
切
の
企
業
低
値
印
刷

究
会
に
は
、
収
副
か
ら
フ
ブ
サ

1
2
1
が
出
席
し
て
い
た
η

企
来
店
川
悼
報
告

H
E
o
n－六
a

ヒ
問
頁
η

一
間
山
一
切
ん
ぱ
、
事
長
株
式
、
事
町
、
引
株
予
約
権
的
諮
行
穿
日
i
る
不
一
ヘ
ム
リ
党
行
は
こ
の
吋
で
あ
3
F会
社
法
一
口
急
一
当
、
問
ヒ
々
決
一

日ソ）ヘ

｛
件
二
実
際
に
、
九
千
戸
現
制
の
心
的
1
r
A
R

冶
梓
を
長
、
つ
返
る
と
、
草
章
表
お
〈
主
で
事
担
」
忌
反
と
な
る
場
合
の
何
不
d
h
l

め
ぐ
っ
て
理
解
が
食
い
違
う

に
よ
フ
に
、
企
手
と
沢
副
の
羽

r
b（
依
日
立
場
而
に
お

Jω
前
四
岬
軒
以
差
力
刊
じ

O
F
J
詑
性
か
ん
｜
行
い
れ
恥
つ
丈
ー
と
い
ん
0
3

一
部
制
折
、
来
r
悶
r
y
y
J

な
の
ご
は
云
い
が
、
金
融
け
の
影
響
4
桁い問
1
0

る
も
の
と
し
て
、
例
え
げ
、
こ
村
別
掲
汁
一
口
一
一
一
一
凶
一
円
、
河

村
・
前
畑
、
比
一
日
、
一
九
川
f
k
u

一
郎
一
正
人
p
h
m
引
r
d
h
対
「
る
泣
討
つ
ぜ
て
は
、

ト
ー
又
信
待
問
一
丹
羽
海
）
司
会
議
市
討
取
引
払
既
日
市
「

川
一
ノ
ル

N

E

h
（ム斗ず紅、
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一（
J

一
ヘ
三
苦
陪
H
3

一
訂
余
融
審
議
ヘ
民
主
融
分
利
公
弘
一
叩
ム
ー
の
胃
汚
委
員
に
己
東
証
の
代
表
も
説
作
、
二
、
い
る
υ

な
お
、
司
部
会
公
明
哨
買
付
初
出
席
一
等
ワ
i
キ
ン

7
・
グ
九

1
マ
I
T

お
什
る
東
訓
り
況
明
に
ツ
い
て
は
、
町
川
町
叩
位
一
九
一
シ
一
ド
の
本
丈
芸
山
川
υ

一
同
山
一
東
証
に
と
っ
て
弘
、
幸
広
三
な
と
に
ち
v
h
山
3

ゐ
ご
と
で
、
ム
ャ
掛
け
円
高
一
昨
け
を
理
解

2
Q
コ
ス
ー
を
下
げ
円
れ
る
（

一
的
野
一
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